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私たちが当施設の運営に携わる事となった当初より、発行を続けて参
りました広報誌「あさがお」が、今号で第50号を迎える事となりました。
これまで講座やサークル活動、地域の歴史やトピックス等を、毎月ご紹

介してきましたが、ご利用者の皆様の活動やコミュニケーションに寄与で
きていれば幸いです。今号を節目に、これまで以上に多くの方に親しまれ
る広報誌を目指して誌面を充実致しますので、引き続きご愛読のほど、
宜しくお願い致します。
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名称を募集したところ、たくさんのご提案をいただき、台東区の花である
「あさがお」が投票1位となりました(154票／560票)。
多くの方にご参加いただき、本当にありがとうございました。
本広報誌では今後、朝顔のように、各施設を彩る様々なサークル活動
や講座を毎月ご紹介していきます。

新しい広報誌の名称が決まりました！

指定管理運営開始に
あたって各施設のご案内

2017年の4月から、台東区立社会教育センター・社会教
育館・清島温水プールはJN共同事業体による運営を開
始しました。利用者の皆さんとともに作り上げる施設、区
民の皆様が利用したい施設を目指していきます。どうぞ
よろしくお願いいたします。

社会教育センター地域の皆様とともに、より
身近な施設運営を目指して…

台東区の社会教育の「センター」として、皆さんがいつでも集え、学
びが無限大に広がるような笑顔あふれる施設を目指します。お気軽
にお声かけください。
【お問い合わせ】
〒110-0015 台東区東上野6-16-8

03-3842-5352

千束社会教育館笑顔と思いやりで、気持ちよく
ご利用いただける施設に！

千束社会教育館は浅草寺にほど近い、千束小学校の3階にある、
下町に根付いた社会教育館です。楽しい事、やりたい事をスタッフ
全員で支えます。
【お問い合わせ】
〒111-0032 台東区浅草4-24-13（千束小学校3F）

03-3874-5450

小島社会教育館台東区南部の社会教育の拠点
として、地域の発展に貢献します

かつての水路の拠点（三味線堀）に建つ当館は、現在も人が集まる
活気ある施設です。活動内容に合わせて、様々な用途にご利用い
ただけます。
【お問い合わせ】
〒111-0056 台東区小島1-5-2 （都営小島ビル2F）

03-3861-5063

新広報誌名称：「あさがお」

＜6月号にて広報誌名称の候補発表＞
6月1日（木）

台東区立社会教育センター
清 島 温 水 プ ー ル
社 会 教 育 館

日頃より台東区立社会教育センター、清島温水プール、社会教育館をご利用いただき、
誠にありがとうございます。
2017年4月よりJN共同事業体（株式会社JTBコミュニケーションデザイン、野村不動産パート
ナーズ株式会社、野村不動産L&S株式会社）が指定管理者として運営を開始いたしました。
区民の皆様、ご利用される皆様により快適にご利用いただける施設運営を目指してまいります。
今後、末長いお付き合いを受け賜りますよう、よろしくお願いいたします。

２ ０ １ 7 ．５ ／ 特別号

01 所長よりご挨拶

台東区の皆様はじめまして！
2017年4月1日に着任いたしました台東区立社会教育センター所長の酢谷（す
や）です。皆様のご意見を伺いながらより親しまれる施設にしていきたいと考えており
ます。 私たちは、『地域とともに学び・創る、「生涯学習のまち台東区」～歴史・文化
の伝承とみらいへつなぐひとづくり～ 』を念頭に、5館6施設が区民の皆様にとって学
習の拠点となり皆様が積極的に学べる環境を創造していきたいと思います。そして、
相互の交流やつながりをはぐくみ、その成果を伝えていく拠点とすることをスタッフ一同、
知恵とちからを合わせて目指していきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

02 広報誌の名称を募集します！！

JN共同事業体は、各施設の講座情報やトピックスを発信するため、広報誌を発行します。
広報誌の名前を決定するにあたり、広報誌名を広く募集いたします。
以下、応募方法とスケジュールをご確認いただき、各会館まで応募いただきますようよろしくお願いいたします。

社会教育センター、各社会教育館に設置される
投票ボックスに以下をご記入の上、投函してください。

・ニックネームかお名前
・広報誌の名称

尚、ご応募頂いた名称は、6月号に掲載させていた
だき、広報誌の名称を投票にて決定します。

（注意事項）
・広報誌の名称はお一人につき、一案まで投函いた
だきますよう、よろしくお願いいたします。
・投票数が多い場合、候補を絞らせていただきます。

応募方法
応募方法について スケジュールについて

＜5月号にて広報誌の名称募集開始＞
5月1日（月）～

＜広報誌名称、募集期間＞
5月1日（月）～5月22日（月）

＜広報誌名称、投票期間＞
6月1日（木）～6月22日（木）

【お問い合わせ】
台東区立社会教育センター
〒110-0015 東京都台東区東上野6-16-8
03-3842-5352（代表）

http://www.taito-shakyo.com/
ホームページリニューアルしました！

2017年 5月 2017年 8月 現在の紙面
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過去に紹介した広報内容

【お問合せ】台東区立清島温水プール 03-3842-5353

広報誌「あさがお」の題字は、第2号から書道家矢部澄翔（やべちょう
しょう）さんの揮毫（きごう）を使用してます。私たち編集スタッフは、
毎号利用者目線に立った記事づくりに心掛けてきました。今後も、お役
に立てる紙面づくりを目指してまいりますので宜しくお願い致します。

※揮毫：毛筆で言葉や文章を書く事 編集スタッフ一同

～記事内容～
表面
・特集記事
裏面
・あさがお通信
・社教トピックス
・サークル広場
・清島温水プールニュス

広報誌のスタートは名
称の募集から始りました。

第1号の紙面は各施設
からのご挨拶でした。

サークル広場では累計
62団体を紹介しました。



通信あさが お

社教トピックス

社会教育センター・社会教育館で活動中のサークルを毎月ご紹介します

各地域のスタッフが毎月思い思いの施設の話題を
お届けします。

最近冷凍庫を買い足しました！冷凍食品や作り置き、安売りのお肉やアイスで順調に埋まっていく引き出し・・・
その冷凍庫の上についつい置いてしまう小物や保育園の書類・・・年末を待たずに片付けるぞ！（決意）

サークル広場

好評☆☆☆オンライン健康エクササイズ第１弾

コロナ禍で外出を控え、運動不足の方も多いのではないでしょうか？そこでこの夏、
自宅でも体を動かせるよう、ヨーガを学ぶ動画を作成・公開しました。初心者向けに
「座る・立つ・寝る」の三つの姿勢に分けて、ミニ講義と実践でヨーガのポイントを学べ
る内容です。既に動画の公開は終了しましたが、 「今は集まるのが難しいので、自宅
で運動するきっかけになって良かった」 「スマートフォンで都合の良い時に気軽に出来
た」「社会教育館は遠くて通えないが、オンラインだから学べた」と言うようなご感想を
頂きました。今後も対面に加えて、オンラインでの学びを提案して参りますので、ご参
加お待ちしています！

【活動日】毎週火曜日

【時間】14時～16時

【月会費】500円

【場所】社会教育センター他

ちょうじ会の名前の由来は…
発足時、中心となったメンバーのお店の屋号「ちょう
じ屋」と長生きの「長寿」をかけて命名しました。
シニア世代を中心に活動をしているフォークダンス

のサークルです。
ｺﾛﾅ渦での運動不足や健康維持・・・
体を動かしてみませんか？
動きやすい服装で、ご参加ください。

【お問い合わせ】社会教育センター
☎（3842）5352

フォークダンスしませんか？
フォークダンス

ちょうじ会
会員
募集中

和室の歴史、コラボの歴史 ～広がるサークルの和～

先日、久しぶりに事務所の古いアルバムをめくりました。それによると第１和室

は「老人ルーム」、第２和室は「婦人ルーム」と呼ばれていたようです（覚えてい
る方はいらっしゃいますか？）。昔はマッサージチェアがあった第１和室のロビー
部分に、現在はソファがあり、近年小島フェスタでは絵画サークル作品の展示ギャ
ラリーに変化することも。第２和室は通常定員３０名で舞台もあり、アルバムには
「団体親睦会」と題して日本舞踊と三味線、そして客席のひとりがヴァイオリンを
演奏している様子が写っています。即興のコラボレーションでしょうか。時は過ぎ、
２年前の小島フェスタでは、英会話サークルがウクレレ・フラダンスのサークルと
協力し、素晴らしいハワイアンカフェを生み出しました。今後も
様々な団体が、和室を舞台に「わ」を広げるかも知れませんね。


